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発行：畿央大学後援会
２０１５年９月１日

第１４号

 ごあいさごあいさつつ
畿央大学後援会　会長

清水　隆平

　平和な大空のもと、絵に描い
たように緑あふれる高台に堂々
と立つ畿央大学は、今日も学生
たちを静かに、暖かく包み込んでおります。
　保護者の皆様には、愛情を込めて育ててこられた我が
子の日常に、細やかな思いを寄せておられる事とお察し
致します。
　全国各地より本学へ、将来の夢を抱いて入学してきた
学生達は、確かな学識と実力を体得するため、ご家族の
みなさまに思いを馳せつつ、懸命に努力を続けていると
ころでございます。
　学生達は学部・学科を越えてよき友を得、学識高い教
授陣のもと、人格と専門性の向上に励んでおりますので
何卒ご安心下さいませ。もとよりその努力の背景には愛
情に満ちた保護者のみなさまのご支援があることは申す
迄もございません。
　建学の精神である「徳をのばす」「知をみがく」「美を
つくる」を学生個々人に合った姿で体得させ、実践させ
ていく日々を重ねて、心技を兼ね備え真に社会の役に立
てる人材を育成することが畿央大学の使命でございます。
　今後とも、教育研究および社会貢献に教職員一丸と
なって努めてまいりますので、ご支援のほどよろしくお
願い申し上げます。
　保護者の皆様におかれましては折をみて、この大和の
美しい高台に立地する畿央大学へ、是非お運び下さいま
すようお待ち申し上げております。

 後援会の皆様後援会の皆様へへ
学校法人冬木学園　名誉理事長

畿央大学　学　　　長

冬木　智子

　厳しい暑さが続いた夏が通り
過ぎ、心地よく吹く風からは新
たな活動に挑戦したくなる応援

歌が聞こえてきます。
　この季節はキャンパスのツツジや他の木々が次の春に
大きく成長するため、広げた根から養分と水分を一杯吸
収し、その準備を一生懸命行っているようです。
　先日、長崎の外海（そとめ）と呼ばれる地を訪問しま
した。東シナ海に面するキリシタンの里から見る海の風
景はあらゆるものを包み込む力が感じられました。その
五島灘に面して「遠藤周作文学館」が建っています。
　遠藤氏は灘中に入学されるのですが成績が悪く、秀才
の兄といつも比較されながら育ちました。そんな氏に対
しお母さんは「お前は一つだけいいところがある。それ
は文章を書いたり話をするのが上手だから小説家になっ
たらいい」「今は他の人たちが馬鹿にしているけれど、
やがては自分の好きな事で人生に立ちむかえるだろう」
と褒めるのです。それを真に受けて小説家になろうと思
うのですが、その後偉大な文豪となり多くの人に愛され
る事は皆様もご承知の通りです。
　このように若い世代を導くのは周囲の人達の役目だと
言われています。木々が目に見えない所で養分を貯め成
長していくように、学生達が大きく育ち社会で活躍する
よう、後援会はサポーターとして様々な提案を積極的に
行うべきだと考えています。今後ともご協力の程どうぞ
宜しくお願いします。
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　畿央祭が１０月１７日（土）１８日（日）の二日間にわたって開催されます。学生の実行員会が４月からたちあがり、
すでに着々と準備を進めています（関連記事１６頁）。その様子は、本学ホームページでご覧いただけます。
　後援会では、畿央祭に参加された会員の皆さまに金券１,０００円を補助しています。９月末ごろに詳しい畿央祭
案内チラシ等とあわせて当日の引換券を送付します。畿央祭に参加され、日ごろとはまた違った学生の一面を
発見されることも多いようです。皆さまのご参加をお待ちしております。

畿央祭 （１０/１７・１８）
参加会員に
補助が出ます
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報を正しく扱うことや情報の安全性を高めることが、事例も
含めて分かりやすく解説されていますので、ご家庭において
もご覧ください。
　１回生の必修科目である「情報処理演習」では、著作権や
個人情報の扱い、メールやネットコミュニケーションのマ
ナーやルールなどをここ数年来、取り上げてきました。ネッ
ト上においても「他者への配慮」はトラブルを防ぐ有効な手
段の一つです。
　個人情報や大切なデータの安全性を高めるためには、情報
処理の仕組みの理解が必要です。昨年度から始めた新入生に
タブレットＰＣを貸与する「学び i（合い）トライアルプロジェ
クト」の中で「情報処理演習」では、自宅での事前学習と準
備を前提として、自ら試しながら仕組みが分かる授業を行っ
ています。詳細はネット上で、「マイクロソフト　事例　畿央
大学」で検索してみてください。
　畿央大学では、社会の高度情報化に対応して情報環境の整
備を進めています。これにより、健康と教育の分野での専門
教育がさらに充実することを期待しています。後援会の皆様
のご理解と温かいご支援を引き続きお願いいたします。

　後援会の皆様には、畿央大学の教
育活動に対し日頃から温かいご理解
とご協力をいただき有難うございます。

　さて、情報通信技術の発展とその社会への普及の速さは驚
くばかりです。日常生活の中でスマートフォンの利用は、特
に学生の間で際立っています。メールやＬＩＮＥなどのネット
コミュニケーション、検索による情報収集などの便利なツー
ルとして使われています。しかし社会ではネット利用に起因
するトラブルや組織からの個人情報漏えいなどが、相次いで
報道されています。
　ネット利用やツールは、情報通信技術の発展に伴い今後も
引き続き急速に拡大し進化するので、情報やその扱いに関す
る理解を深め、トラブルを未然に防ぐことは大学においても
取り組むべきことです。
　畿央大学では、小冊子「情報倫理ハンドブック（著作／制作：
ｎｏａ出版）」を学生・教職員に配布しています。そこには、情

 情報とその扱いの理解を深めるため情報とその扱いの理解を深めるためにに

冬木　正彦

　本年４月から教育学部長を務め
ることになりました。本学部は創立されてまだちょうど１０
年目と聞いていますが、先に創設された健康科学部ととも
に、この間着実に発展しています。
　このような躍進を続けている学部の長を務めることは、
誇らしくもあり、同時に身の引き締まる思いでいっぱいで
す。微力ですが、私なりに全力を尽くすつもりでおります
ので、どうか温かく見守っていただければ幸いです。
　ところで、赴任して、最初に驚かされたことがひとつあ
ります。それは、見知らぬ学生であっても、廊下で私とす
れ違う時には、学生のほうから必ずといってよいほど、「お
はようございます」「こんにちは」と声をかけてくれること
です。
　このことは、私にとってとても嬉しいものでした。お互
い何気ない挨拶を交わすことから、私たちが、共に生きる
時間と空間の中で教え、学んでいるのだという実感が、ひ
しひしと湧いてきたからに違いありません。
　それは、本学の創立の精神「徳をのばす、知をみがく、
美をつくる」にも一脈通じていくものがあるように感じて
います。

共に生き共に生きるる
時間と空時間と空間間

　畿央大学の教育に対し、後援会
会員の皆様からは日頃より深いご理解と多大なご支援をよ
せていただいていることに深く御礼申し上げます。
　畿央大学ではすべての専任教員がオフィスアワーを設け
ております。オフィスアワーとはその時間必ず研究室に在
室していて訪ねて来る学生への対応を最優先させる時間で
す。私は月曜日のお昼から金曜日のお昼まで（大学に勤務
しているすべての時間）をオフィスアワーにしており、研
究室の入口のオフィスアワーの表示には「いつでもどうぞ」
と掲示しています。授業や会議で不在の時を除き学生が訪
ねて来た時にはやりかけの仕事を中断してでも学生と話を
することにしております。
　標題の言葉は新約聖書のマタイによる福音書第７章７節
にある文章の一部です。現代語訳の聖書では「求めよ、そ
うすれば、与えられるであろう。捜せ、そうすれば、見い
だすであろう。門をたたけ、そうすれば、あけてもらえる
であろう。」となっています。もともと信仰を求めるものに
対する聖書の言葉ですが、大学教育の考え方とも一致して
います。学生は与えられるのを待つのではなく、自ら積極
的に求め学んで欲しいと思います。われわれ教員は求めら
れればいつでもそれに応じる心構えで待機しているのです。

金子　章道

健康科学部長
健康科学研究科長

 求めよ、さら求めよ、さらばば
与えられ与えられんん

前平　泰志
教育学部長

学校法人冬木学園　理事長
畿　  央　  大　  学　副学長
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　７月４日（土）午後１時より保護者懇談
会を開催しました。あいにくの空模様でし
たが、各地から約３５０名のご参加をいただき、
過去最高の参加者数となりました。
　全体会に先立って行なわれた個別相談会
では、保護者の皆様から将来の進路のこと、
今の学生生活のことなど、さまざまなご相
談をいただきました。
　冬木記念ホールで行なわれた全体会では
冒頭に冬木副学長、清水後援会会長よりご
挨拶があり、引き続いて、教育学部現代教
育学科の島恒生教授による基調講演『学生
の自立と家庭の支援』（４、５頁に要旨掲載）

をお話し頂きました。学生の自立
のためには「信じて、認めて、任
せる」というメッセージが伝わった有意義
な内容で、「子どもの人生を作るのは子ども
自身 ！！  保護者は子どもの自立の応援団 ！！  胸
にジィーンときました。」「信・認・任を忘れ
ずに、プラス思考・聴き上手になるよう、が
んばりたいと思います。」など、保護者の皆
様からたくさんの感想をいただきました。
　全体会終了後は学科別に分かれ、会場を
移して、各学科の教員から学修内容や普段
の学生生活についての説明を行ない、「自宅
で子どもと話す内容が増えました。」「４回
生までの流れがよくわかりました。」「授業
だけでなく、積極的に色々な経験をして、
精神的にも成長してくれたらと思いまし
た。」などの感想を頂きました。学科別説
明会のあとは、それぞれの学科が使用する
実習室・実験室などをご覧頂きながら懇親
会が開かれる新食堂に移動して頂きました。
　最後に昨年完成した新食堂で懇親会を開

催し、保護者の皆様と教職員が交流を深め
ました。多くの保護者の方から評価をいた
だいている“学生と教員の距離がとても近
い大学”ということを改めてご確認いただ
けたようです。
　保護者の皆様のご意見を参考に、より有
意義な保護者懇談会を企画してまいります。
また秋の畿央祭では、保護者向けの一般企
業就職や教員採用試験の状況の説明会も予
定しています。
　これからも、多くの保護者の皆様のご参
加をお待ちしております。

事業積立を増額すること
などの今年度の特徴が説
明されました。その他の
学校行事助成費、教育活
動助成費、就職活動助成
費、学生の自主活動等に
対する助成は昨年の水準
を維持するものとする予
算案が報告提案され、審
議の上、事業計画・予算
案は承認されました。
　役員の改選では、役員
会で推薦された清水会長
をはじめとする１３名の役
員と４名の顧問が承認さ
れました。本年度の後援会役員は別表のと
おりです。会員の皆様のご協力を得ながら

活動を進めていきたいと決意を新たにして
います。

　保護者懇談会の全体会において、畿央大
学後援会の総会を開催しました。
　はじめに役員会を代表して清水会長から
ご挨拶をいただき、その後、６月２７日に開
催された役員会にて検討された議案につい
て審議に入りました。
　まず、平成２６年度の事業報告、監査報告
が審議され、承認されました。つづいて、
平成２７年度事業計画、予算案が審議されま
した。事務局より、今年度の事業計画・予
算の主な内容として、昨年度から後援会の
事業として開始したキャンパスの植栽維持
管理については、引き続き年間計画を持っ
て維持管理と植栽の補充などをすすめるこ
と、定員増に伴って、健康診断等への補助、
畿央祭での会員への金券補助予算を増額す
ること、来年度の学園７０周年に向けて周年

畿央大学後援会とは
　畿央大学後援会は、畿央大学の学生の父母または保証人をもって構成される団体
です。学生の教育や厚生に必要な施設設備の充実、研究活動やクラブ活動などに必
要な援助を行うことによって、学生生活の充実と畿央大学の発展に貢献することを
目的としています。また、会員相互の連携をすすめるとともに大学と父母または保
証人をつなぐ役割を担って、保護者懇談会や広報の取り組みをすすめます。

平成２７年度  後援会総会 を 開催
  ● 平成２７年度　畿央大学後援会役員

　　学生の所属等新・再 役員氏名 役職
人間環境デザイン学科３回生 再任清水　隆平会　長
理学療法学科３回生 再任南　　正美副会長
現代教育学科２回生 再任竹中　秀司副会長
人間環境デザイン学科２回生 再任前垣　昇司会　計
学生支援センター職員 再任小松　美佐会　計
看護医療学科３回生 再任前阪　俊二書　記
学生支援センター職員 再任中西　弘典書　記
現代教育学科２回生 再任遠藤　孝晃委　員
現代教育学科２回生 再任西　　秀人委　員
現代教育学科１回生 新任荒木　聡子委　員
現代教育学科１回生 新任濱中　　誠委　員
現代教育学科３回生 再任田中　茂男監　事
現代教育学科２回生 再任松本　吉央監　事
畿央大学　　学長 再任冬木　智子顧　問
畿央大学　　副学長 再任冬木　正彦顧　問
健康科学部　学部長 再任金子　章道顧　問
教育学部　　学部長 新任前平　泰志顧　問

第１０回
保護者懇談会 を
開催 し ま し た 。
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　学生に対してどのように付き合っていく
のがいいのか、家庭はどのような支援がで
きるのかということを、一緒に考えたいと
思います。
　１５歳を対象にしたＯＥＣＤの国際学力調
査（ＰＩＳＡ）の試験が行われています。
　この調査の結果、我が国の子どもたちは、
これまでに習ってきたことを基にしながら、
新しい場面に対して課題を解決していく力、
すなわち、既習事項をもとに、実践してい
く力が、課題であると言われています。
　ＯＥＣＤは、今、求められている学力の
「キーコンピテンシー（主要能力）」とは、
「単なる知識や技能ではなく、人が特定の状
況の中で技能や態度を含む心理・社会的資
源を引き出し、動員して、より複雑な需要
に応じる能力」と言っています。
　つまり、今までに習ったことや経験して
きたことを基に、それを使いながら、新し
い場面を乗り越えていく力、これが学力だ
と言われているのです。

　もう少し具体的に言うと、一つは、社会・
文化的、技術的ツールを相互作用的に活用
する力です。今までに習ったことや身に付
けてきたことをうまく使いながら解決して
いく力です。二つ目は、多様な社会グルー
プにおける人間関係形成能力。要は、一人
で考えるのではなくて、意見の違う人や立
場の違う人と力を合わせながら、新しいも
のを作っていく力。三つ目が、自律的に行
動する能力。つまり、自分の意見をしっか
りと持ちながら、多様な社会グループに参
加し、共に物事を乗り越えていく力。これ
らが求められているということです。
　今、日本の教育は、教育基本法に基づい
て立てた「第二期教育振興基本計画」とい
う計画に沿って進められています。この計
画の理念は、「自立、協働、創造」です。
　まずは、「自立」した子どもとして自分

の考えをしっかりと持ち、行動することが
できる。二つ目が「協働」。自分と意見や
文化の違う人たちと力を合わせていく。し

かも、「きょうどう」の「どう」は「働く」
です。つまり、生産性があり、新たなもの
を生み出す力です。三つ目が、新たなもの
を創っていく「創造」力。こういったもの
を今、教育は育てていこうとしているわけ
です。さらに、今は、「生きる力」からさ
らに進んで、「生き抜く力」と言われてい
ます。その背景にあるのは、変化の激しい、
グローバル化社会があります。新しいもの
が、どんどんやってきます。その中で、しっ
かりと自分の人生を生き抜いていくことが
できる。そのための力を、しっかりと育て
ようというものです。
　さらに、経済産業省が社会人に求める力
として提唱した「社会人基礎力」を見ても、
何が今求められているのかということが分
かります。それは、前に踏み出す力、考え
抜く力、それから、チームで働く力です。

　まさに今、学生に育てたいと思うのが、
自分でじっくりと考える、そして困難に出
会ったら、引いてしまうのではなくて、友
達やいろんな人と力を合わせて、乗り越え
ていく力。これがとても必要だと思います。
学部の違いは、関係ありません。教師にとっ
てもこれは大事な力です。そして病院で働

いたり、一般企業で働いたりする時も、こ
の力が求められています。知識、技能だけ
じゃなく、こういうたくましい、生き抜い
ていく力というものが、今求められている
ということです。
　チームで働く力のキーワードに、「聴く
力」があります。要は、上手な聞き手にな
るということです。ところで、聴き上手な
子どもを育てようとしたら、取り巻いてい
る人達が「聴き上手」になればいいんです。
ただし、相手の言いなりになってすべてを
受け入れるのが聴き上手ではありません。
相手の話を最後まで聴くことができるのが
聴き上手な人です。最後まで聴いて、「分
かった」と言った後に、自分の意見を言え
ばいいわけですね。
　ところが私たちは、最後まで聴けないん
です。途中で「分かった、分かった。それ
で、結局、何を言いたいの。」と言ってし
まうんですね。聴いてみて、ちょっと違っ
ているところがあったとしても、それを最
後まで聴いてもらえたということが大事な
ことなのです。認められたということが大
事なのです。認めることと、言いなりにな
ることとは違います。
　「あんたは、こういう考え方やったんやね。
分かった。」と言った後に、「今度は、お父
さんの話を聞いてくれるか。」って言うんで
すね。お父さんの話が聴けるのには、ちゃ
んと聴いてもらえたという思いがあるかど
うかが、ものすごく大事です。
　また、学校では、「アクティブ・ラーニ
ング」に取り組んでいます。「アクティブ」
とは、能動的ということです。「ラーニング」
は学習です。どんなことをするかというと、
一斉授業だけじゃなくて、ペアで意見交換
したり、話し合ったり、生徒が説明したり、
ポスターなどを作成して発表したりなど、
子ども同士が主体的に学習活動に取り組む
授業です。大学の授業でも、こういう授業
は、最近、かなり行われるようになりました。
　変化が激しい高度な情報化知識基盤社会
というのは、知識を自分でつかみ、生きて
いく社会です。大学で知識を教えてもらっ
ても、その知識の内容はどんどん変わって
いきます。だから、自分で知識をつかみに
いくことができる。そんな力が必要になっ
てきているということです。つまり、自立、
協働、創造という理念に代表されるように、
自らが人生の主体となって生きるというこ

学生の自立と家庭の支援
教育学部現代教育学科 教授　島　恒生

保護者懇談会 基調講演要旨
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とが今求められているということです。
　こうした中で、私の専門の道徳教育では、
教科化が進められています。ここで求めら
れているのは、自立した一人の人間として、
人生を他者とともによりよく生きる人格の
形成をめざすということです。
　ここでも、自立と協働が求められていま
す。道徳ですから、例えば、どうして命を
大切にしなければならないのかということ
を学習するのですが、みんなで意見を交わ
していきながら、生命の大切さを子どもた
ちが発見できるような、そんな道徳の時間
にしましょうということになってきていま
す。そして、多様な価値観を持ちながら、
自立した人間、人に安易に振り回されるこ
となく、自立して生きていける人に成長し
ようということです。
　しかし、今の子ども達は、なかなか自立
していないですね。今の子ども達は、大き
く二つのものに振り回されているのではな
いでしょうか。一つは、友達からの目線で
す。友達がどう思うか。それによって、子
どもたちは行動を決めてしまっています。
二つ目は、自分がむかつくからというのも、
子どもたちの行動の根拠になっています。
　「友達がどう思うか」と「自分がむかつ
くから」が合体して何が起こっているかと
言ったら、いじめの問題です。だから、ちゃ
んと自分の中で価値観を作っていくという
ことをやろうとしているということです。
　ここまでお話ししてきたことを実現して
いく上で、そのベースとなるものとして、
アドラー心理学の「勇気づけ」というもの
があります。あるいは、「共同体感覚」と
いうものがあります。ここでいう「勇気」
というのは、力を合わせて困難を乗り越え
ていくことです。「勇気」がないというのは、
する前から自分は無理だって尻込みしてし
まう、あるいは、失敗したら、もうだめだ
と落ち込んでしまうという傾向のある人で

す。この「勇
気のある人」
にするのに、
「勇気づけ」や
「共同体感覚」
というものが
大事だと言わ
れています。
「勇気づけ」と
いうのは、周
りの人がする
ことができま
す。子どもさ
んが、「勇気の
ある人」、すな
わち、力を合
わせて困難を
乗り越えてい
く人になるた
めには、周り

の人たちの「勇気づけ」がとても重要になっ
てきます。
　「勇気づけ」とは何なのか。アドラー心
理学によれば、尊敬と信頼で動機づける人
は「勇気づける人」です。一方、恐怖で動
機づける人は勇気をくじく人です。「こんな
ことしとったら、サンタさん来ないよ。」
というのは勇気をくじく人です。尊敬と信
頼で勇気づけるとは何かと言ったら、どん
と構えていて、何かあった時には相談にお
いで、と言えるような関係です。あるいは、
親自身が自分の人生をしっかりと生きてい
ることです。その姿を見せたら、尊敬と信
頼で動機づけることができます。さらに、
「勇気づける人」の要素には、この他に、
プラス思考、未来志向、聞き上手、大局を
みる、ユーモアのセンスがあるなどがある
と言われています（岩井俊憲『勇気づけの
心理学』金子書房（２００２）より）。細かい
ことをぐちぐちと言っていたら、子どもは
どんどん勇気がくじかれていってしまいま
す。それに対して、プラス思考で、未来を
見ながら、話をじっくりと聴く。それによっ
て、子どもに「勇気づけ」が行われていく
ということです。

　「共同体感覚」も、「勇気づけ」にかかわ
ります。「共同体感覚」とは何か。仲間意識。
みんなの役に立つ。集団の中でのいわゆる
自己有用感というものです。集団の中で役

に立ったという感覚を持つことです。その
感覚が、その人を勇気づけることになって
くるというのです。
　さらに、「コーチング」というものも、
ぜひ参考にしてみてください。コーチング
とティーチングは違います。ティーチング
は教えるものです。コーチングは引っ張り
出してくるもの。その人には力があると考
える、考え方です。
　どんなことをするかと言ったら、直接、
指示を出すのではなく、本人とコミュニ
ケーションをとり、考えさせ、目標を持た
せ、その実現を応援するという方法です。
つまり、本人が考えるのです。本人の中か
らアイデアを出してくるわけです。自分で
考えてやったらできた。自分の自信になり
ますよね。そのために何が大事かというと、
「信・認・任」ですね。つまり、信じて認
めて任せる。これが大事です。そうするこ
とによって、子どもの中の「勇気」が、ど
んどんと大きくなっていくのです。そして、
困難に出会った時に、乗り越えていくこと
ができるのです。
　さらに、最近、ポジティブ心理学という
ものが、注目されています。これまで私た
ちは、成功したら幸せになると思っていま
した。最近の心理学で、この方向が違って
いたことがわかってきました。成功したら
幸せになるのじゃないのです。幸せを感じ
ている人が成功するというのです。つまり、
プラス思考の人が成功するということです。
親が子どもに接する時、プラスにかかわれ
るかどうかということがものすごく重要だ
ということが分かってきたということです。
　いろいろとお話をしてきましたが、人生
は、自分で作るものです。子どもの人生は、
子ども自身が作るのです。だから、子ども
が自分で作っていくことができるように応
援することが大切です。応援するというの
は、こちらの思う通りにさせることではあ
りません。子どもを信じて、認めて、任せ
るのです。
　そのためには、まずは、私たち自身の人
生を、しっかりと生きましょう。
　ありがとうございました。

島　恒生 
畿央大学教育学部現代教育学科 教授

兵庫教育大学修士（教育学）
小学校教諭、奈良県立教育研究所教科
指導副部長を経て、現職。文部科学省
「小学校学習指導要領解説道徳編作成
協力者」「小学校道徳読み物資料集作成
協力者」、「中央教育審議会初等教育分
科会道徳教育専門部会委員」を務める。
道徳教育、生徒指導、学級経営等につ
いての執筆多数。全国の教育委員会や
学校での研修会講師として活躍中。
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　保護者の皆様に
は日頃より理学療
法学科の運営・教
育にご理解とご協
力を賜り、感謝申
し上げます。
　理学療法学科では、１～３回生までは各
学年の２名の担任が個別相談、指導などを

実施しています。３回生後期からは卒業研
究の準備のためにゼミでの少人数教育も開
始されます。４回生からは、ゼミ担任がそ
れまでの担任の代わりになります。
　ところで、学生の相談内容は多岐にわた
り、理学療法学の専門的分野に関すること、
進路等はもちろんですが、私生活の事まで
色々と相談を受けています。１学年に７０名
前後の学生が在籍していますので、２名の
担任では質量ともに不十分な指導になる場
合もあるのではないかと想像しています。
　そこで今回、３回生前期に限定し、チュー
ターによる少人数教育を試験的に実施しま
した。チューターというのは家庭教師とい
う意味であり、理学療法学科１５名の教員が
チューターになります。チューターによる

　４月１４日から７月１０日まで、毎週火曜日
と金曜日の週２回、１６時３０分から１８時３０分
まで、理学療法学科３回生、理学療法学科
教員、健康栄養学科学生、健康栄養学科教
員によるＫＩＯ元気塾を開催しました。前年
度までは月曜日と金曜日に実施していたの
ですが、グループワークの時間を十分に確
保するために、火・金に日程変更しました。
　今回の参加者は脳炎、脳卒中、パーキン
ソン病などの病気を呈する７名の方々でし
た。元気塾では、１名の利用者さんを１０名
前後の３回生が担当になり、理学療法学科
教員と一緒に「評価」します。評価とは、
細かい検査や測定などを実施し、最終的に、
利用者さんの何処をどのように治せば良く
なるのかを予測、意思決定する行為全体を
言います。

　我々は、こ
の評価をベー
スにして、ど
のような理学
療法を実施す
るのかを明確
にし、理学療
法プログラム
を立て、実施していきます。そして、一定
期間実施して、その反応、変化などを出来
る限り客観的に把握するように進めていき
ます。前半では、参加者から叱られたり、
緊張してまともな会話が出来なかったり、
検査が出来なかったりと山あり谷ありでし
た。
　しかし、身体機能が改善する利用者さん
も多く、その変化に気付いた学生さんは「少

Ｋｉｏ元気塾の取り組み

メッセージ 少人数教育とゼミでの少人数教育は同じ意
味を示していますが、３回生後期以降のゼ
ミと区別するためにチューターと呼んでい
ます。今回はチューター１名が４、５名の３
回生を担当し、２週間に１回程度の頻度で
勉強会を開催しました。
　私のグループでは、学生さんが前期履修
科目の中から難しい科目を１１科目選択し、
担当学生がそれまでの講義の内容、関連事
項を整理して、参加学生に解説し、お互い
に質疑応答するという内容でした。試行錯
誤で進めていきましたが、他学生への説明
と質疑応答により、効果的な学習が出来た
のではないかと考えています。今後の継続、
方法等についても全教員で検討していく予
定です。

　今春に卒業し、医療法人社団苑田会
に就職した諸橋直紀さんの学生時代に
執筆した論文『肝機能障害モデルラッ
トにおける予防的運動が肝機能と筋機
能に与える影響』が医学書院の『総合
リハビリテーション』にアクセプト（論
文を投稿し、掲載のために採用される
こと）されました。

諸橋さんの喜びの声　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　今回の研究や論文投稿を通して感じたことの１つ目は、「追
究する楽しさ」です。 “何かわからないこと、明らかにした
いことを探求する”“発見する”“知的好奇心を満たしていく
こと”は非常に楽しいことです。これらを学生時代に感じて
おくことは、臨床に出た時の“生涯学習の鍵”となるように

思います。２つ目は、「結果が形になること」です。それは
想像していたよりもはるかに感動するものでした。しかし、
結果を残すことは重要ですが、それだけに一喜一憂せず、患
者様や多くの方の幸せを願って日々努力したいと思います。
　本気でやれば、本気で応えてくれる仲間や先生がいます。
そのことに感謝して、頑張りたいと思います。

在学中のゼミ担任今北教授より　　　　　　　　　　　　　
　この研究は卒業研究として仲間と一緒におこなったもので、
在学中に投稿論文を書き上げました。卒業が迫るなかで、国
家試験の勉強もやりながら、さらに論文を書き上げたチカラ
は驚きに値します。私の中でも新しい挑戦であり、本人の可
能性を引き出してあげることの大切さを学ばせていただく、
良い機会でした。本当にありがとう、そして、おめでとう！！

しはお役に
立てた」と
感じるよう
で、はた目
に見てもやる気が出ている事を感じ取るこ
とが出来ました。後期にも次の元気塾を開
催する予定をしていますので、前期に参加
しなかった３回生にも参加して欲しいと考
えています。

健康科学部
理学療法学科
学科長

庄本 康治

学生時代の論文が医学雑誌に掲載へ

図１　元気塾終了時の発表大会の様子

図２　利用者さんの歩行を写真、ビデオ
　　　 撮影して脚の動きを細かく分析　
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フォームも素直に喜べたのは一時だけかも
しれません。
　１回生ではベッドメイキングで苦労して
いた学生も２回生では、注射や採血といっ
たより専門的な知識が求められ、手技にお
いても複雑で細かな動きが必要な技術を学
びます。
　難しいとされる注射の技術では、様々な
モデルやシミュレーターを活用しながら、
ひとつひとつ段階的に学べるようにしてい
ます。注射器を持つ手もままならない学生
が、繰り返し行う演習で技術を身につけて
いきます。また、採血では学生４～５名に
対し教員１名が担当し、安全面を確保して

　保護者の皆様に
は、平素より本学
の教育に深いご理
解とご支援を賜り、
心よりお礼申しあ
げます。
　さて、２０２５年には日本の人口の約２割近
くが後期高齢者になると推計されています。

今後、益々増加する認知症や独居の高齢者
に対し、ＱＯＬ（生活の質）を高めるために
は、他職種との連携やチームアプローチが
必要不可欠となります。また看護職には高
い倫理観が求められ、病院などの施設内だ
けでなく在宅や地域といった施設外での活
躍が期待されています。本校では看護職に
望まれる資質を学生に育成すべく、「チーム
医療ふれあい実習」や「離島へき地医療体
験実習」そして「生命倫理」など特色ある
カリキュラムを構成しております。
　なお、日本看護協会によれば「病院に就
職した新人看護職員のうち、１割が就職後
１年以内に離職している」と報告されてお
ります。折角苦労してライセンスを得ても、
自信と希望をなくして離職してしまうこと

　基礎看護学分野では、看護職として修得
すべき基本となる技術を１回生前期から２
回生前期の期間に学んでいます。基礎看護
技術は「清潔」「食事」「排泄」のように生
きていく上で欠かせない生活行動に関する
援助技術と「血圧測定」「注射」のように
治療に関わる技術を学びます。
　学生は入学当初、ユニフォームを着るこ
とに素直に喜んでいるようです。しかし、
看護技術は根拠となる知識に基づいた安全
で安楽な技術でなければなりません。教員
のデモストレーションでは簡単そうに見え
る技術も実際に行うと学生にとってはとて
も難しいようです。演習のたびに着るユニ

基礎看護技術の学びについて

メッセージ

指導してい
ます。
　学生は演
習を通して、
未熟な技術
が対象者に
与える影響
について考
えさせられ、
医療者とし
ての責任を感じるようです。倫理的感性に
基づいていなければ確かな技術とは言えな
いことを理解し、白衣（ユニフォーム）の
重みを感じてほしいと思っています。

は大変残念なことです。本校では、学生が
専門職として仕事に誇りとやりがいをもっ
て長く活躍できることを願って、就職後の
リアリティ・ショックを軽減できるよう「病院
インターンシップ実習」も行っております。
　おかげさまで本校の今年の国家試験合格
率は、看護師、保健師、助産師の三職種に
おいていずれも１００％と、嬉しい快挙を成し
遂げました。国家試験合格には学生の努力
もさることながら、ご家庭のサポートが大
きな力となります。学生の夢を叶え、社会
で活躍できる専門職の育成を目指し、学生・
保護者・大学が三位一体となって邁進して
いく所存でございます。保護者の皆様にお
かれましては、今後ともご支援とご鞭撻を
何卒宜しくお願い申し上げます。

健康科学部
看護医療学科
学科長

河野 由美

　看護医療学科３回生の学生は、臨床実習にむけた実践演習
に取り組みました。急性期看護学実習では、手術を受ける患
者さんへの看護（周手術期看護）と救急看護を学びます。
　７月６日・１３日の授業（演習）には、周手術期の臨床実習
施設である東大阪市立総合病院の看護師さんたちが来てくだ
さいました。看護師さんたちは、学生が演習する様子を温か
い目で見守ってくださり、タイミングを見計らって適切なア
ドバイスを下さっていました。

　演習が終わるとみん
なクタクタに疲れてい
ますが、一つずつ習得
していく知識や技術が
みんなを大きく成長さ
せてくれます。
　両日の演習を終えて、
東大阪市立総合病院の

看護師さんから「皆さんが
大学でこんなに伸び伸びと
楽しく学修しているんだ
な」という感想と「病院実
習でも過剰な緊張は不要で
す。ここで先生方から教
わった知識を持って実習を
楽しむつもりで頑張ってく
ださい」というエールをい
ただきました。
　急性期看護学では、教員
と臨床指導者の連携を強化
することで、実習を通して
学生が「看護することの喜
び」を体験し、成長してく
れることを願っています。

実習病院の看護師さんたちに来校いただきました！
～急性期看護学援助論Ⅱ～

手術後の患者を想定した演習をする学生たち
・・患者役の役作りは女優さながら・・

喉頭がんの手術を受けた患者の様子を表現する学生
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　昨年に引き続き、今年度は近鉄リテーリングＳＡ事業部と
「近鉄香芝カフェメニュー開発」を行い、健康栄養学科の主
に食品開発コースの２回生５７名が参加、１６チームに分かれて
創作メニューに取り組みました。
　７月２５日（土）に審査会が行われました。ＳＡでのトラッ
クドライバーやファミリー層など幅広い顧客層をターゲット
としており、商品のネーミングや容器、テイクアウト可能性
などいろんなスチュエーションに照らしてのプレゼン能力も
問われます。学生たちは、自分たちの順番・プレゼン時刻に
最良の状態で出せるよう準備していました。ほとんどが冷製
状態での試食提供だったため、まるで店売りのように直前調
理が出来栄えを左右します。
　審査の結果、グランプリ、準グランプリ、特別賞２作品の
計４作品が受賞となり、㈱近鉄リテーリング中井社長から各
チーム代表者に表彰状と賞品が贈られました。中井社長から

は、「学生たちの独創的なアイ
デアが活かされた作品ばかり
で、特にこの４作品は近鉄香
芝ＳＡカフェメニューに採用
したい。そして来年度もまた
チャレンジしてほしい。」との
言葉をいただきました。
　４月から始まった近鉄ＳＡ
カフェメニュー開発は、勉強
会、検討会を経ていず
れの作品も見事な仕上
がりとなりました。学
生にとっては思い出に
残る貴重な体験になり
ました。

　４月から学科長
として着任しまし
た。日頃保護者の
皆様には、本学の
教育・人材育成に
ご支援をいただき、厚くお礼申し上げます。

　着任後半年間ですが、授業のエピソード
を紹介します。私の担当する２回生向けの
授業は、これまで経験したことのない１００名
規模です。初回、たがいに初対面なので緊
張感があっていいはずなのに、教室内がざ
わついている。私の第一声は「静かに」で
した。大人数なので私語はある程度覚悟し
ていましたが、まじめに講義を聴こうとす
る学生にとっては迷惑な話です。その後数
回の授業で私語に対して注意しましたが、
ある日ついに堪忍袋の緒が切れました（仏
の顔も三度までともいいます）。「私がこの
ように大声で怒るのは、諸君に講義を聴こ
うとする姿勢がある、そのことに期待する

　臨地実習は学外の施設において行われ、
内容は「給食の運営」「臨床栄養学」「公衆
栄養学」の３科目です。それぞれ少人数グ
ループに分かれて小学校や従業員食堂等の
集団給食施設、病院や介護老人保健施設等
の医療提供施設、保健所や保健センターに

おいて実習させていただきます。
　患者さんや施設の利用者さんと接するこ
とでコミュニケーション能力の必要性を感
じ、厨房での調理を通じて献立作成の大切
さや安全性を確保した動線の描き方を学び、
さらに病態にあった食事への展開をする応
用力の重要性を体感してきます。また他職
種との連携が不可欠であり、その現場を体
験できる貴重な機会でもあります。
　実習にあたってまず求められるのは挨拶
であり、学校や家庭における普段の生活に
おいて習慣づけるように指導しています。
さらに社会人としての立居振る舞いも求め
られるため、臨地実習の事前指導にあたる
「総合演習」において専門の外部講師を招き
「医療接遇研修」を実施しています。さら
に４回生の経験談を聞く機会も設け、事前

健康栄養学科の臨地実習について

メッセージ からだ」と一気にまくしたてました。後味
はよくないものの本気度１００％でした。その
後私語が起きると、どこからともなく
「シーッ」という声が板書している私の背後
から聞こえてきました。大げさかも知れま
せんが、受講している学生の間で私語を制
する「勇気」、「胆力」といった「チカラ」
が自然発生した瞬間だったと思いました。
建学の精神の一つ「徳をのばす」に通じる
ものだと思い、今後も畿央大生を信頼しつ
つ見守ってゆきたいと思っています。
　最後に、会員の皆様におかれましては、
本学の発展に一層のご理解・ご支援を賜り
ますようお願い申し上げます。

学習に役立てています。
　各施設を現場体験することによって管理
栄養士として働く姿をイメージできるよう
にもなり、その後の就職活動にもつながる
貴重な経験であったことが学生たちの表情
や姿勢にあらわれます。学生たちには、こ
の体験をモチベーションにして、就職活動
や管理栄養士国家試験の受験勉強につなげ
ていってくれることを教員一同期待してい
ます。

近鉄香芝サービスエリアで販売される
カフェメニュー4アイテムが決定 ！

健康科学部
健康栄養学科
学科長

小西 洋太郎

小学校での食育授業の様子

「医療接遇研修」の様子



人間環境デザイン学科

――  9  ――

　入学した頃は幼
く見えた１回生も、
大学生活に慣れ、
授業もにぎやかさ
を増してきました。
２回生は、製図室の使用にも慣れて、自分
の部屋のように、製図に、勉強に楽しく使っ

ています。
　前期試験が終わり、試験勉強や課題の製
作に夜遅くまで、製図室で図面台に向かっ
ていた学生の姿も見えなくなりました。学
内は急に静かになりましたが、夏季休暇の
間は日ごろできない体験を積む貴重な期間
です。
　３回生の多くはこの期間に企業インター
ンシップに出ます。この授業は、２週間ほ
ど企業で就業体験をするというものです。
実際の仕事を体験することで、周りから寄
せられる期待の大きさ、自分の立場、自分
の未熟さ等を感じるようです。インターン
シップから戻った後の成果発表会では、各
自の意気込み、反省などを踏まえ、見違え

　景観・まちづくり演習は、奈良県内のい
くつかの地域に現地見学を行い、その見学
内容から地域の魅力と課題を見つけ出し、
問題解決のための提案を行う演習です。
　今年度は今井町、吉野山及び大宇陀地域
の３か所を訪問しました。
　見学会の後５～８名ほどのグループに分
かれ、各班２、３週間ほどの作業及び調査
期間を置き、班の中で話し合いながら地域
に対する提案発表を教員に行います。
　高校までは与えられたことをこなすだけ
のことが多かった１回生、この授業に関し
ては全て自分たちでイチから考えなくては
ならず、戸惑うことも多いようです。中に
はグループの中で意見の統一ができず、ば
らばらな内容の発表になってしまったり、
約束をしても作業してこない人がいたりと、
班の中でも大変なことがあるようです。
　今年度は初の試みとして、提案発表の際
に地域の方に来ていただきました。大宇陀
地区在住の裏さんと勝井さんです。お二人

からは、「まだまだ人に伝えようとするには
拙い発表内容だけれども、着眼点が良い」
などと厳しくも期待をこめた言葉をいただ

こんなことをしています ！！ 〜１回生必修科目「景観・まちづくり演習」〜

メッセージ

きました。
　ご協力いただいた地域のみなさん、あり
がとうございました ！！

るほど目つきが変わります。
　一方、２回生と３回生合同のプロジェク
トゼミも始まります。学外に出て、調査や
見学を行います。課題解決に向けた議論や
共同作業で、学年を超えた絆が生まれ、積
極的な態度が培われます。
　９月半ばからの新学期、４回生は、大学
４年間の集大成としての卒業研究がいよい
よスタートします。今年度は、平成２８年２
月２７日（土）、２８日（日）の２日間、奈良
県庁の西隣りにある「奈良文化会館」のギャ
ラリーで卒業作品展を開催する予定です。
４回生のご父兄はもちろんのこと、下級生
のご父兄の皆様もぜひ足をお運びください。
学生の成長に驚かされるに違いありません。

最終回での発表風景大宇陀地域での地元の人による講演

吉野山、世界遺産である蔵王堂と町並みを見学今井町での見学の様子。入学してすぐの
宿泊研修の一環として行いました。　　

健康科学部
人間環境デザイン学科
学科長

三井田 康記

　卒業研究齋藤ゼミの４回生７名が昨年度に引き続き、御所
市で毎週金曜日にコミュニティカフェを開いています。商店
街の空き店舗をお借りして、床や天井、家具などすべて学生
自身で作り上げて、地域の方々がふらりと気軽に寄れる、あ
たたかい集いの場を設けたいという思いで運営しています。
　おかげさまで一周年を迎え、８月２１日（金）記念の落語会
を開催しました。日頃お世話になっている地域の方々を多く
お迎えすることができ、カフェは笑いに包まれました。
　昨年オープンした頃は、初めてお会いする方ばかりで話し
かけることに照れがあった学生も今は、「こんにちは！いつも
ありがとうございます！」「今日も暑いですね！お体大丈夫で
すか」など積極的に話しかけ、地域の方々も「お昼のお弁当

作ってきたから食べて
ね」「いつもありがとう。
こないだこんなことが
あってね」などとお話
してくださり、会話が自然と飛び交うようになりました。
　コミュニティカフェの名前は「つどい」。人と人との触れ
合いによって生まれる笑顔や、思いやりの気持ちを持つコ
ミュニケーションが、地域の活性化につながることを実感し
た一年でした。これも、毎週、誘い合ってイベントに参加し
てくださる地域の方々、ご協力いただいている御所市の皆様
のおかげだと心から感謝し、今後もまちづくりのワーク
ショップに積極的に取り組んでいきたいと考えています。

コミュニティカフェで落語会



現代教育学科

――  10  ――

教育学部
現代教育学科
学科長

安井 義和
　本学後援会の皆
様には、現代教育
学科の教育・研究
活動に温かなご理
解とご支援・ご協
力を賜り、心よりお礼を申し上げます。殊

のほか暑さが厳しい夏でしたが、皆様には
お変わりございませんか。企業等の就職活
動は今年から８月スタートと遅くなり、汗
みずくの猛暑の炎天下のなかで、勝負服の
黒の正装した若者を見るのも頻繁です。本
学科の学生も最近は入学当初から企業就職
をめざす者や進学を目標にしている者も増
加しています。学部としては歓迎です。大
半の学生が教職関係就職希望の状況下で、
企業や進学をめざす学生へのバックアップ
もより確かなものにする必要があると痛感
しています。ただ、「教育学部」に入学し
た彼らの動機・経緯をより深く知りたいと
思っています。（個人的なことで恐縮ですが、

メッセージ 私自身も学校教員を目指した訳でもないの
に教育系大学に入学した一人でもあります
が。）
　そして本学科に入学した学生全員が希望
した進路に邁進できるように、４年間の生
活が希望する職業に就くための確固たる礎
となるように、保護者の皆さまと力を合わ
せて精一杯サポートしたいと考えています。
大学卒業後、１０年３０年経過したときに、本
学科に在籍したことが大きな位置づけに
なっていることを期待しています。
　今後も本学及び本学科への変わらぬご鞭
撻を賜りますよう、よろしくお願い申し上
げます。

公立小学校・養護教諭採用試験で過去最高の合格率 ！
　平成２６年度は、教育学部現代教育学科６
期生のうち、５０名が小学校教諭（大阪府１９
名、奈良県１６名、その他１５名）、７名が養
護教諭の採用試験に現役合格しました。合
格率は小学校７１.４％（昨年度５３.８％）、養護
教諭７０.０％となり、２００６年の学科開設以来
最高の結果を残すことができました。
　また、公立幼稚園・保育園は、２４名が受
験し２２名が現役合格（昨年度は２０名中１９名）、
合格率は９１.７％となりました。
　昨年来の学生、教採・公務員対策室、教

育学部現代教育学科教員が強く連携した体
制の成果です。

合格した学生の声です。

「先生方からのとても厳しく熱心な指導
からは、愛さえ感じられるので、辛くて
も頑張ることができました。本番を迎
えるころには、これだけお世話になっ
たからいい結果を報告したいという思
いが強くなり、意欲が高まりました。」

　教育学部１回生は、今年度も授業の一環として、全員が大
阪教育大学附属池田小学校を訪問しました。
　附属池田小学校では、平成１３年、安全な場とみなされてき

た小学校に侵入者が
押し入り児童と教員
が殺傷されたという
衝撃的で悲惨な事件
の後、安全で安心で
きる学校づくりに教
職員・保護者・教育
大学・地域が取り組
み続けてきました。
その結果、日本初の
ＷＨＯ（世界保健機

大阪教育大附属池田小学校での拡大授業

関）の Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ 
ｓａｆｅ ｓｃｈｏｏｌ に認証
されています。
　学生たちは、安全を
考慮した見通し良い校
舎の中で、教室に入っての授業参観や休憩時間の児童との交
流の後、学科長の安井先生（当時の教育大学側の関係者とし
て対応し、安全・安心な学校づくりに尽力）から、現場で説
明や指導を受けました。触れ合った児童と同じ様な幼い子ど
もたちに起こったことを詳しく知り、命の重さ、教員として
の使命を一層重く受け止め、強く心に刻みました。
　授業・環境・安全のあり方・教師のかかわり方を深く学ん
だ附属小学校での経験は、教師や保育者を目指す学生たちに
とって、忘れえぬかけがえのないものとなりました。

「対策講座に出席して力をつけること
ができました。先生に質問に行けば、
分かるまで丁寧に教えてくださいまし
た。専門科目や面接練習は養護のメン
バーで集まって勉強会をしました。一
緒に頑張る友達、いつもそばで応援し
てくださった先生方がいてくれたから
こそ、採用試験を乗り越えることがで
きました ！！」

　暑い、熱い夏、今年も、
学生の夢の実現に向かっ
て、筆記試験や面接、討
論の対策をはじめ、模擬
授業や保育、マットや
プール、ピアノ、絵画な
どの実技指導に、学生と
教職員が一丸となって取
り組んでいます。読み聞かせ指導 マット練習
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教員がゼミ担任となります。
　担任の役割は、「学習指導」「生活指導」「進路・就職指導」「学
生の危機管理」が主なものですが、学生一人ひとりの状況を系統
的に把握していくために全学年において年２回の全員面談を実施
しています。また、学生の求めに応じ、また必要性が生じた時に
は随時に面談を行うこととしています。
　健康科学部１～３回生担任、教育学部１・２回生担任から、担
当されている学生の様子などについて保護者の方へのメッセージ
を寄せていただきました。

　畿央大学の担任制度は、教員が学生との人格的な接触をはかり、
学生生活全般の指導を行うことによって、建学の精神を身につけ
た有為な人材を養成することを目的としています。
　健康科学部は学科によって２～４クラスを編成し各クラスに１
名、教育学部はコースごとに２～６名の担任を置くことにしてい
ます。健康科学部４回生、教育学部３・４回生は卒業研究の指導

担任から の メッセージ

理学療法学科１回生担任

前岡 浩
　大部分の学生が順調に大学
生活に慣れつつあります。新
しい友人もでき、大学生活は
楽しいという意見が多くみら
れました。一方、学習面では内

容・スピード・量について行けるかと不安の声も
多くありました。大学生は学習が最優先であり、
日々学習に取り組む必要があることは理解してく
れているので、後は実行してくれることを期待し、
私もできる限り支援いたします。
　大学生になると生活のリズムが崩れやすく、授
業の欠席や遅刻、授業に集中できない状況が起こ
りやすいかと思います。ご自宅でも生活状況を見
守っていただければと思います。

理学療法学科１回生担任

梶原 由布
　大学入学から４ヶ月が経ち、
１回生も大学生活に大分慣れ
てきた様子で授業に出たりク
ラブ・サークル活動に励んだ
りしているようです。前期面

談でも「大学楽しいです！」と明るい声で報告し
てくれる学生さんが多く、嬉しく思っています。
大学に入って初めての定期試験を前に少し不安も
あるようでしたが、自習室で遅くまで試験勉強に
取り組んでいるようです。
　大学生活の中で将来への希望だけでなく不安や
悩みも多いかと思いますが、共に考え、共に成長
できるよう努めていきたいと思っています。保護
者の皆様もご支援の程宜しくお願い致します。

理学療法学科２回生担任

松尾 篤
　学生たちは、１年間の大学
生活で少しずつ大学生らしく、
そして大人の階段を着実に
登っております。２回生から
は専門科目も増え、記憶し思

考することが日々膨大になってきております。そ
んな中、学生たちは「一生懸命にちゃんとやる」
のモットーを頑張って実践しております。徐々に
表情もキリッ！と輝きだし、彼らの将来が非常に
楽しみになっております。建学の精神である「徳
をのばす、知をみがく、美をつくる」を心身に染
みこませ、最高の理学療法士として育つよう彼ら
と共に学んでおります。今後ともどうぞよろしく
お願い申し上げます。

理学療法学科２回生担任

宮本 直美
　学生生活も２年目となり、
楽しく充実した日々を過ごし
ている様子です。学習面でも
専門科目の講義が増え、実技
を習得するための授業や試験

も始まりましたので、試験期間に限らず普段から
勉強に励んでいる学生も多くなっております。
　２回生の時期に、様々なことに興味や関心を持
つことができるように、また一生懸命にしっかり
と取り組む習慣を身につけていただけるように、
私自身も努力しながらサポートしてまいりたいと
考えております。今後ともどうぞよろしくお願い
申し上げます。

理学療法学科３回生担任

福本 貴彦
　先日実施した個人面談で、
１～２回生で学んだ基礎医学
を応用・発展させた理学療法
学の各論を履修するにあたっ
て、難しさと喜びを感じてい

ると多くの学生が語ってくれました。各専門分野
のゼミ配属も決定しました。半年後には、実際の
病院施設での長期臨床実習がひかえています。入
学当初とは明らかに表情や姿勢が変わってきてお
り、夜遅くまで自習室などで勉強している学生を
よく見かけます。教員もまた気を引き締めて指導
に当たっておりますので、今後も温かい目で見守っ
ていただければと思います。

理学療法学科３回生担任

瓜谷 大輔
　昨年度１年間はこれまでに
なく教員から叱咤激励を飛ば
し続けた学年でしたが、３回
生になって新たな教育的な試
みを通じて学科全体で学生と

向き合う中で、一人一人の目の色が少しずつ変わ
りはじめました。学習に取り組む姿勢も目に見え
て改善しております。講義形式の授業の大半は前
期で終了し、後期はほとんどが実践的な授業で占
められます。そして後期終了後の２月からは病院
での実習がスタートいたします。いよいよエンジ
ンがかかってきた学生たちのサポートをご家庭で
もぜひとも宜しくお願いいたします。

看護医療学科１回生担任

堀内 美由紀
　前期面談では、ほとんどの
学生が楽しく大学生活をス
タートしている様子で安堵し
ました。高校までとは違う授
業スタイルや時間の使い方に

戸惑っていると話す学生もいましたが、その表情
は苦痛というより大学生になったという自覚を表
現しているようでした。すでにサークルやアルバ
イトをしている学生も７割ほどおり、今後は学習
とそれ以外の時間にメリハリをつけられる力が必
要です。
　何より健康に関わる専門家を目指す者として、
食事や睡眠、運動や休息のバランスを意識した健
康管理が自分でできるようご家庭でもサポートを
お願いします。

看護医療学科１回生担任

祐實 泰子
　一回生の皆さんも大学に入
学され、早四ヶ月余りになり
ます。初めての講義で緊張し
ていた皆さんも、多くの表情
を見せるようになり、活気に

溢れ、のびのびと学生生活を謳歌しているように
思います。アメリカなどでは一回生のことをフ
レッシュマンと呼びます。初々しく希望にあふれ
ているからそう呼ぶのだと聞いたことがあります。
フレッシュマンという言葉がぴったりの一回生の
皆さん、その希望にあふれた未来、夢を実現する
ために、共に学び、成長していくのを楽しみにし
ております。

看護医療学科１回生担任

文 鐘聲
　前期の面談を終え、元気に
大学に通い、新たな環境で少
しずつ慣れてきていると感じ
ました。勉強、サークル、ア
ルバイトなど、様々なことに

チャレンジしてみてください。しかしバランスは
大事です。勉強が疎かになるという本末転倒なこ
とは避けましょう。
　また、高校までの勉強とは違い、たとえ「課題
が少ない」科目でも授業以外の時間に「主体的に
学ぶ」のが大学教育の特徴です。今のうちに少し
ずつ「主体的に」勉強する習慣をつけていきましょ
う。それによって、今後より難しくなる専門科目
の勉強もしやすくなると確信しています。

看護医療学科１回生担任

小林 智子
　皆さん明るく元気で、始
まったばかりの学生生活を心
から楽しんでいる様子です。
学習面では、専門科目におい
て慣れないながらも熱心に取

り組んでいます。なかでも看護技術に関しては得
意・不得意もあり、なかなか苦労している人もい
ますが、修得しようと一生懸命な姿勢は今後も継
続してほしいと思います。担任としてはつかず離
れずのスタンスですが、全体に目を配ることを心
がけています。大学生として、そして看護を学ぶ
者としての自覚を促しながら、サポートできる態
勢も整えておきたいと思います。今後ともよろし
くお願い致します。

看護医療学科２回生担任

山崎 尚美
　前期試験も終了し、学生の
皆さんはホットしている頃で
しょうか。
　２回生の前期は講義が中心
ですが、オープンキャンパス

の学生ボランティアや小学校の検診や高齢者ケア
施設、認知症カフェなどのボランティア活動に取
り組んだ学生もいます。夏季休暇中に短期語学留
学に参加する学生もいるようですし、ぜひ学生時
代にしか体験できないことにチャレンジしてほし
いと願っています。有意義な学生生活を過ごせる
ようお見守りください。

看護医療学科２回生担任

廣金 和枝
　４月から担任になりました。
前期担任面談では、初めてお
話する学生がほとんどでした
が、皆、しっかりと、今、自
分が考えていること、感じて
いることを話してくれました。

看護職は、高いコミュニケーション能力が求めら
れますが、その点で、大変、頼もしく感じました。
　２回生になって勉強がぐっと専門的になり、戸
惑っている学生もいましたが、皆で支え合い、助
け合いながら、充実した大学生活を送ってもらい
たいと思います。私は、個々の学生が描いている
将来を確認しながら、支援を行っていきたいと
思っています。
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看護医療学科２回生担任

堀江 尚子
　前期面談では、大学生活が
充実している様子を多く聞く
ことができました。大学には
多様な事に出会い経験できる
チャンスがあります。サーク

ル、ボランティア活動とそれぞれの関心事に取り
組んでいるようです。一方、多くの学生が課題へ
の取り組みの大変さを語ります。課題が睡眠時間
を圧迫しているという声もあります。しかし、よ
くよく聞くとスマフォを常に横におき、集中して
課題に取り組めていない学生が少なくありません。
授業では原則使用禁止ですが、ご家庭でもスマ
フォの使い方を話し合う機会を持っていただけた
らと思っております。

看護医療学科２回生担任

鷲尾 弘枝
　本校に入学されてから１年
４か月余りが経過し、大学で
の生活にもすっかり慣れてこ
られたのではないかと思いま
す。と、同時に、確実に難し

くなっていく専門科目の学習に、しんどくなって
いるお子様を少し心配されているのではないで
しょうか？
　１回生から、日々の学習の積み重ねの大切さを
お伝えしておりますが、２回生になって、各科目
の課題の大変さを痛感されているのではないかと
思います。今後はますます課題も増え、試験も難
しくなっていきます。国家試験という大きな夢の
達成に向けて、再度この機会にお子様の生活を一
緒に振り返っていただき、お子様と一緒に、毎日
の積み重ね学習が継続できるように、保護者の
方々のご指導・ご協力をいただきますよう何卒よ
ろしくお願いいたします。私も一緒に支えてまい
りたいと思います。

看護医療学科３回生担任

福森 貢
　３回生のこの時期は、後期
からの実習の現場で誠心誠意
対応できる「技術と知識」を
専門科目で濃密に学習する大
切な時期です。面談では、もっ

と深く技術と知識をマスターしないと実習が不安
であると感じている学生も多々いました。このこ
とは、実習に向けての意識が高まっている証拠で
あり、担任としてはうれしいかぎりです。大いに
期待したいと思います。
　今後ますます過酷なスケジュールが続きますの
で、ご家庭におかれましても温かく見守ってあげ
てください。どうぞよろしくお願い申し上げます。

看護医療学科３回生担任

林田 麗
　２回生から担任となり１年
が経ち、今では学生みんなが
親しんで声をかけてきてくれ
ます。面談では学修のことや
大学生活のことを話してくれ

て、私も担任としてできる限り力になりたいと
思っています。後期から大半の学生は臨床現場で
実習を行うことになりますが、期待と不安でいっ
ぱいな様子です。ご家庭と大学とが協力し合い、
学生を叱咤激励しながら心身ともに打たれ強く
育ってくれるように関わっていきたいと思ってお
ります。どうぞよろしくお願いいたします。

看護医療学科３回生担任

弓場 紀子
　学生は皆、迫りくる臨地実
習に向けて不安がありながら
も、やっと昨年度までの長い
座学生活から解放され看護の
対象と向き合う実践場（臨地

実習）に出ることを楽しみにしています。また、
実習中心の生活になるにあたりアルバイトを辞め
る学生や規則正しい生活リズムになるよう早寝早
起きを試みる学生、今まで以上に健康管理に気を

つけている学生など個々に何をしなければならな
いかという問題に向き合っている様子が伺えます。
一方で、アルバイトは気分転換になるとの理由か
ら継続している学生もいます。
　後期からの臨地実習中心の生活は、起床時間が
早くなったり、対象との関係性で悩んだりなど今
までの生活スタイルと異なる面が多々ありストレ
スフルな日々を送ることになります。真面目に取
り組む学生が多いため、体調を崩さすにうまく乗
り切ってくれるかが心配です。
　学生が、いつでも気軽に学習や生活上の悩みな
どを相談できる関係でいたいと思っています。後
期から臨地実習という環境下でかなり疲労すると
思われます。安らげる環境づくりをお願い致しま
す。

看護医療学科３回生担任

對中 百合
　３年次になり、より専門的
な科目が増え、演習授業で具
体的な看護実践の学びを深め
ることになりました。課題も
多く、大変だったと思います

が、その中で自分の学習方法の確立ができたので
はないかと思います。後期からは、臨地実習とな
ります。どの学生も実習に対して不安があるよう
ですが、臨床でしか学べないことは沢山あります。
充実した日々となるように、担任としてできる限
りサポートいたしますが、ご家庭でも暖かいご支
援をよろしくお願いいたします。

健康栄養学科１回生担任

並河 信太郎
　１コマ９０分の授業に慣れて
きた様子で自分なりにペース
を掴んで学習に取り組んでい
ます。授業外での部活動や食
育等の活動に積極的に参加し

ている学生も多い傾向です。個人面談の相談内容
は、実習のレポートに時間を要する、高校で化学
を履修していないので不安、定期試験対策などで
した。レポート作成は経験を重ねていくことでコ
ツをつかむ、化学は授業で基礎から学んで有機化
学につなげていく、試験は科目担当の先生に積極
的に質問する等をアドバイスしました。心身とも
に健康で充実した学生生活が送れるようサポート
していきます。保護者の皆様のご支援ご協力をお
願いいたします。

健康栄養学科１回生担任

上地 加容子
　面談では、クラブやボラン
ティアに参加している学生が
大半を占め、大学生活が楽し
いと笑顔で話してくれた学生
が多かったという印象で、と

ても嬉しく感じると共に、順調に大学生活のス
タートを切ることができた様子にホッとしていま
す。学生時代でなければできないことに取り組み、
充実した学生生活を送ってほしいと思います。何
か困ったことがあれば１人で悩まず、相談に来る
よう話していますが、ご家庭でも会話を心がけて
いただくなど、保護者の皆様と一緒に成長を見
守っていきたいと思っております。

健康栄養学科１回生担任

柴田 満
　大学入学当初はとても緊張
した面持ちでしたが、４ヶ月
が経過した現在、とても充実
した大学生活を送っている様
子で、面談では「大学が楽し

い」という声を多く聞きました。２回生以降は３
つのコースに分かれることもあり、将来について
しっかりと考えている学生が多いように感じまし
た。高校までの勉強とは違い予習復習が追いつか
ないなど、戸惑いもあるようですが、少しずつ大
学の授業に慣れているところだと思います。担任
として、一人ひとりしっかりとサポートしていき
たいと考えております。どうぞよろしくお願いい
たします。

健康栄養学科２回生担任

岡崎 眞
　原子力発電所の再稼働が
ニュースを賑せていますが、
“慣れ＝甘く見る”という、こ
のまったく人間らしい成行き
こそが、危機管理ということ

にとって最大の敵であることは日常生活の中で頻
繁に経験するところです。２回生の一年間は「自
ら学ぶ」という姿勢を獲得する本当の意味での大
学生に変身する時期になります。この期間をどの
ように過ごすかということがそれぞれの人生を決
する、といっても過言ではありません。担任とし
ては保護者の方々と協働して、入学時のあの、よ
い意味での緊張感を維持しつつ、本当の意味での
学生に羽化できるように、彼の人たちを見守って
いきたいと思っています。

健康栄養学科２回生担任

永澤 健
　２回生になり、大学生活に
もすっかり慣れて毎日が充実
しているようです。面談でも
「大学が楽しい」「充実してい
る」「部活・サークル活動をが

んばっている」という声を多く聞き、嬉しく思っ
ています。２回生では、授業内容がさらに高度に
なってきます。学習の量と課題が増え、授業やレ
ポートに追われることが多くなりました。そんな
中でも、学生たちはしっかりと学習に取り組み、
力をつけていると感じました。後期からも「復習」
と「学習時間の確保」を大切にして欲しいと思い
ます。
　健康栄養学科の卒業生に聞くと、大学生活の中
で自分の時間が多く取れたのは２回生のときだっ
たようです。大学生活の中間に当たる２回生の時
期に、自分の時間を有効に活用して、学生時代に
しかできない経験を積んでくれたらと思っていま
す。今後とも保護者の方々のご支援をよろしくお
願い致します。

健康栄養学科２回生担任

松村 羊子
　２回生になって一番の印象
を聞くと、専門科目がぐっと
増えたために授業が難しく
なったという声が多く、勉強
の必要性や大変さを実感して

いる様子でした。管理栄養士には専門性の高い知
識が必要であり、基礎は今のうちに身につけるこ
とが重要であることを面談では伝えています。今
の基礎の上に応用が積み重なるため、土台をしっ
かり築くことが大切です。試験前だけの勉強では
なく、こつこつ築き上げていくために習慣づけて
ほしいと願っています。そのためのサポートは何
ができるか、私も考えていきたいと思います。

健康栄養学科３回生担任

岩城 啓子
　前期は実験実習に追われ多
忙な様子でしたが、定期試験
直前には少し落ち着いて、友
人同士学校に残り試験勉強を
している姿も多くみられまし

た。前期の面談では、希望進路の決定を勧め、栄
養教諭や公務員を目指す学生は教採・公務員対策
講座の受講も始めています。まだ進路を決めかね
ている学生には、今夏の臨地実習の体験も踏まえ
熟慮するようにいっています。後期には、国家試
験に向けた勉強も始めるように指導していきたい
と考えています。

健康栄養学科３回生担任

金内 雅夫
　学校とアルバイトの往復で
疲労困憊の心身を潤すために
も本を読もう、本を買おうよ、
書籍に投資することは勿体無
いでしょうか。文化庁の調査

によると、１カ月に１冊も本を読まない人の割合
は２０歳代で４０％を超えています。先日、「雲の墓標」
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などを著した阿川弘之が他界しました。志賀直哉
に師事し、端正な文章で鎮魂あふれる作品を残し
ましたが、また「言葉と礼節」を重んじる作家で
もありました。それが何だと思われる方も多いで
しょうが、結局のところ読書は教養を培うでしょ
うし、況やそれがやがて「大人の見識」に繋がる
からです。

人間環境デザイン学科１回生担任

藤井 豊史
　ほぼ全員と面談を行い、皆
さん将来への夢を語ってくれ
ました。ただ、私の目にはそ
の夢が一様に「何をしたいか」
では無く「何になりたいか」

だったことが少々気になります。例えば、「建築と
どう関わりたいか」や「どのような建築を作りた
いか」では無く、ただ「建築士になりたい」と。
しかも、その理由を問うと「就職に有利だから」。
勿論、それも間違いではありませんし、必要なこ
とでしょう。しかし、若い時くらい、生きる方法
でなく生きる目的となる夢を持って欲しいと思い
ます。
　私は５７歳になりますが、今でも夢を持っていま
す。その一つは…彼らの中から一人でも多く、未
来をつくることのできる人物が育ってくれること
です。

人間環境デザイン学科１回生担任

李 沅貞
　５月中旬から６月初旬の間、
２組３２名全員を対象に前期面
談を行いました。入学式、宿
泊研修から１か月半余りの時
間でしたが、すっかりと新し

い生活に慣れている様子が見受けられました。し
かし、多数の学生から今後どのように勉強をする
べきなのか、卒業後の進路についてもよく分から
ないとの不安の声がありました。１回生の１年間
は進路を決める大事な時期でもあります。それぞ
れの具体的な「夢」を決め、その「夢」に向かっ
て前進できるよう担任として支えていきたいと思
います。後期の面談が楽しみです。

人間環境デザイン学科２回生担任

東 実千代
　面談をするなかで、一気に
大学生らしくなった印象を受
け、学生生活が充実している
証と嬉しく思いました。成績
は様々でしたが、取得単位数

は概ね良好です。前期の間に資格取得に励んだ学
生も多く、インテリア設計士や色彩検定の合格を
知らせに来てくれました。一方で、進むべき方向
に悩んでいる学生もいますが、じっくり自分と向
き合えるのは学生の特権です。学びながら考え、
決して逃げずに自分の進むべき道を見つけて欲し
いと願っています。後期からはプロジェクトゼミ
が始まりますので、先輩達との学びにより一段と
成長する姿を楽しみにしています。アルバイトは
様々な活動資金を調達する目的だけでなく、社会
経験として学ぶ面も多いようです。しかし、過労
働にならないようご家庭でも見守って頂ければ幸
いです。

人間環境デザイン学科２回生担任

西山 紀子
　今回の面談では、はじめに、
「２回生になってから今日ま
での学生生活を振り返って一
言」と感想を求めました。多
くの学生から「楽しい」の言

葉が返ってき、安堵した次第です。建築・インテ
リア、服飾、教員などそれぞれに進路もほぼ決ま
り、目標をもって学業に取り組み、課外活動にも
積極的に参加するなど、充実した日々を送ること
ができていると感じました。夢の実現に向けて努
力が続けられるよう、保護者の皆様と力を合わせ
て、できうる限りの支援をしたいと思っています。

人間環境デザイン学科３回生担任

中山 順
　３回生で私が担任をさせて
いただいている学生との面談
で感じたことは、２回生の時
と変わらず自分の進路をしっ
かり持っている人が多かった

ことです。ほとんどの学生が３回生になってから
もぶれていないようです。自分の進路がぶれてい
ない人は成長しているなと感じます。ただ、３回
生になってから授業課題等で時間的に余裕がない
人が増えており、それでも頑張れる熱意は持って
いるようです。今後もその熱意が継続するよう期
待したいと思います。

人間環境デザイン学科３回生担任

村田 浩子
　４回生には大切にされ、２
回生に慕われる３回生になり
ました。ほとんどの学生さん
が学業やサークル、プライ
ベートな時間ともに充実して

いる様子です。学生面談では専門の授業が増え夜
遅くまで課題に取りくんでいること、ゼミで地域
へ出かけ貢献していることなどの話を聞き、昨年
から一回り大きくなった姿にうれしさを感じてい
ます。
　これからもそっと見守りながら、学生さんが必
要とするときにはしっかりとサポートしていきた
いと考えています。どうぞよろしくお願いいたし
ます。

現代教育学科
学校教育コース１回生担任
（１回生学校教育コース代表）

八木 義仁
　新しい環境になじむまでの
間は、誰にとっても迷いや悩
みはあるものです。今年の１

回生もそんな時期を過ごしてきたようだというこ
とを面談で確認しました。面談の時には、もうす
でに過去形になっている学生が多く、何年も友だ
ちであったような関係を作っているようです。担
任としては喜ばしいことですが、まだ心のどこか
に不安を抱きながら通学している学生がいるかも
しれないという思いをもって、関わっていきたい
と思います。表面的なところだけでなく、心の奥
底から安心して通学できるよう、ともに歩みます。

現代教育学科
学校教育コース１回生担任

石川 裕之
　入学直後の緊張も解け、学
生たちは充実した大学生活を
送っています。将来の夢を
しっかり持っている学生が多

いので、今のところ進路についての悩みはあまり
ないようです。目下の心配事はやはり、大学に入っ
て初めて受けることになる定期試験のようでした。
　今後も精一杯学生の学業・生活面のサポートを
していきたいと思っておりますが、学校外での生
活についてはどうしても目が届かない部分が多い
ので、保護者の皆様におかれましてはぜひご家庭
でのサポートをお願いしたいと思います。何かあ
りましたらお気軽にご連絡ください。

現代教育学科
学校教育コース１回生担任

島 恒生
　１回生の学生は、いくつか
の選択肢ももちつつ、進路を
自分なりに考え、勉強も頑張
り、自分の力で進路を実現し

ていこうという思いをしっかりともっています。
　大学４年間に、色んな経験や勉強をして欲しい
と思います。特に、多くの人と出会い、それぞれ
の人の生き方に学ぶことで、そこから、自分らし
い生き方を創っていくことができます。日々の生
活の中にある、小さなことへの感動や感謝を大切
にしながら、４年間を過ごしてくれることを期待
しています。

現代教育学科
学校教育コース１回生担任

深田 將揮
　「教員になりたい！」と夢を
持ち、実現に向かって、日々
勉強にサークル、ボランティ
ア活動やアルバイト等に忙し

くも、充実した生活を送っている様子が面談を通
してわかりました。高校時代とは、また違った生
活スタイルになり、精神面の変化等に対応できて
いるか気にはなるのですが、授業や学内で会えば、
積極的に声掛けをし、学生の表情や様子の変化に
は敏感に反応しております。もしご家庭で気にな
るようなことがございましたらお気軽にご相談い
ただければと思います。

現代教育学科
学校教育コース１回生担任

宮村 裕子
　今年の一回生は、非常に意
欲的な学生が多いと思います。
当初は、大学生活への期待と
不安、進路に向けた強い気持

ちや迷いが感じられましたが、今では廊下でＳｕｒ
ｆａｃｅ（タブレットＰＣ）を片手に挨拶してくれる
学生もいて、まぶしく感じます。また、不安や迷
いのある学生には、面談期間以外でも気軽に相談
に乗るようにしています。
　困った時も一人で抱え込まず、自分から質問や
相談をするなどして大学の様々な環境を主体的に
活用しながら充実した大学生活を送れるよう、見
守っています。ご家庭におかれましても、ご指導
ご支援のほどお願いいたします。

現代教育学科
幼児教育コース１回生担任
（１回生幼児教育コース代表）

大城 愛子
　面談では、多くの学生が大
学生活に慣れて楽しく毎日を
送っていると答えてくれたの

で、まずはほっとしたのが正直なところです。た
だ、幼児教育コースでは小学校教員免許や特別支
援学校教員免許も取得可能なことから、免許・資
格をどのように組み合わせて取るか迷っている学
生もいます。取得を希望する免許・資格が多くな
ると、授業や実習の負担も大きくなりますので、
今後の学習状況を見守りつつ、本人の意思を尊重
しながらサポートしていきたいと思います。保護
者の皆様には、今後も温かい見守りとご支援をお
願いいたします。

現代教育学科
幼児教育コース１回生担任
（１回生担任代表）

三好 環
　担任面談や授業を通して、
学生からは「大学が楽しい」、
「畿央に来てよかった」という

声が聞かれ、表情からも充実した日々を送ってい
る様子がうかがえます。
　進路に関しては、憧れていた仕事にまっしぐら
に進もうとする学生もいれば、まだ１回生という
こともあって、じっくり考えたいという学生もい
ます。より納得のできる進路選択となるよう、こ
うした学生の思いや迷いを保護者の皆様と共に教
職員一同で支えていきたいと思います。

現代教育学科
幼児教育コース１回生担任

横山 朋子
　前期の面談では、多くの学
生さんから大学生活にも慣れ、
サークルやクラブ活動等いろ
いろな活動に積極的に参加し

ているとの声を聞くことができました。また、高
校時代との違いに戸惑いながらも講義や課題に真
剣に取り組んでいる様子もうかがうことができま
した。初めての前期試験も一生懸命取り組んでい
るようです。
　担任として、一人ひとりの成長、夢の実現に向
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けてしっかりサポートしていきたいと思います。
保護者の皆様におかれましても、ご支援ご協力を
どうぞよろしくお願いいたします。

現代教育学科
保健教育コース１回生担任
（１回生保健教育コース代表）

岡本 啓子
　入学して早、前期日程の終
わりに近づいてまいりました。
学生の皆さんは、それはそれ

はステキな笑顔で挨拶してくれています。面談に
おいて、大学生活が楽しいと語ってくれていたこ
とが確認できます。授業の受け方が分からないと
不安を打ち明けてくれていた人もいましたが、今
は心構えも出来、学びを進めていくことが出来て
います。担任として、努力している姿を傍らで見
る幸せを感じることは嬉しい限りです。今の気持
ちを大事に、目の前の課題を丁寧に一つずつ成し
遂げる姿勢を持ち続けられるよう、担任として支
えていきたいと思います。

現代教育学科
保健教育コース１回生担任

中城 進
　何かに成ろうとして、必死
に頑張っている４回生の姿が
見られる。このような上回生
の姿を見て、将来の自身の在

り様のことを思い悩み、考えている学生もいる。
勉学に精進する上回生を見習って、夜遅くまで自
習をする学生も出て来ている。しかし、全体的な
傾向をみると、基礎学力が低い。特に、一般教養
の力が弱い。まず、自身の基礎学力の不十分さを
自覚できると、解決は早い。自身の将来（数年後
の将来）を自身で構想し、企画し、実行計画を練
り、実践する機会を持たせてやりたい。家庭にお
いても「将来の自分」を本人に語らせて欲しい。

現代教育学科
学校教育コース２回生担任
（２回生学校教育コース代表）

竹下 幸男
　１回生の時から大きく成長
し、勉強はもちろん、課外活
動やボランティアなど、忙し

くも充実した大学生活を送っている皆さんの様子
を窺うことができました。自分の生活をしっかり
自分で管理して、日々を過ごしている点に、特に
成長を感じることができました。ほとんどの方は、
１回生の時に抱いていた目標を持ち続け、学び続
けています。一方で、中には、自分の目標に疑問
を抱き始めている方もいます。どちらの場合も、
大学と家庭が協力し合い、将来の目標実現のため
にお手伝いできればと考えています。

現代教育学科
学校教育コース２回生担任
（２回生担任代表）

奥田 俊詞
　入学してから１年余りです
が、２回生の姿や振る舞いを
見ていると「ほんとうに大学

生らしくなったなあ」という思いがわいてきます。
インターンシップへの参加や保育実習・教育実習
のガイダンスなどを通して、卒業後の進路を現実
的に考え始めたからなのかもしれません。
　これから３回生の後期にかけて学生は、将来に
ついて考え、自分と向き合い、時には悩むことに
なります。でも、この悩みは彼らを成長させてく
れる大切なものだと思うのです。私たちは、彼ら
がそれを自力で乗り越えられるように、保護者の
皆様とともに必要な支援と応援をさせていただき
たいと考えています。

現代教育学科
学校教育コース２回生担任

生野 勝彦
　２回生は学生生活の中で一
番自由に過ごせる時期だと思
います。学習はもちろん、ク
ラブ活動やボランティアなど

に取り組んで自分の引き出しをたくさん作って欲
しいと願っています。それは後々自分にとっての
財産になり、気持ちに余裕を与えてくれると考え
るからです。一方、生活の慣れがダレになってし
まっている学生も見受けられます。大学に通える
感謝の気持ちをもつことが本分である学習への集
中に繋がると信じています。ご家庭でもサポート
の程よろしくお願い致します。

現代教育学科
学校教育コース２回生担任

小谷 恵津子
　前期個人面談では、「今の自
分にできること、やるべきこ
とは何か？」を考えている姿
が印象的でした。インターン

シップやボランティアなどで社会と直接関わる機
会をもったり、海外語学研修に参加して自分の世
界を広げようとしたりと、それぞれが積極的に学
生生活を送ってくれています。しかし、真剣に考
えるが故に、迷いや悩みも多いようです。２回生
という学年だからこそ、失敗を恐れず試行錯誤し、
納得のいく答えを見つけてくれることを願ってお
ります。一人ひとりのひたむきな頑張りを、担任
としてしっかり支えていきたいです。

現代教育学科
学校教育コース２回生担任

大久保 賢一
　大学生活にもすっかり慣れ、
充実した毎日を過ごしている
ようです。しかし、そろそろ進
路のことなどで迷いや不安を

感じ始めている者も少なくないようです。今、彼ら
は急激に「大人」になることを求められているの
であり、様々な選択を強いられつつあります。そ
の中で戸惑いや悩みを抱えることはとても自然な
ことです。自分の成長や進路に対して真摯に向き
合っているのだとポジティブに評価していただき
たいと思います。どのようなことでも気軽に教員
に相談するよう促していただければ幸いです。

現代教育学科
幼児教育コース２回生担任
（２回生幼児教育コース代表）

永渕 泰一郎
　幼児教育コース２回生の前
期では試験と共に提出課題が
多くなります。授業外学習と

しての振り返りや発展的学習を求められることが
有りますが、提出期限を守りながらコツコツと努
力している姿が見られます。この夏、８月・９月
には保育所と福祉施設での学外実習に参加します。
実習では社会人としての自覚が求められます。楽
しみな出会いと、様々な困難とを実感することで
しょうが、ひとまわり成長することを願っており
ます。ご家庭でのご支援をどうぞよろしくお願い
致します。

現代教育学科
幼児教育コース２回生担任

辰巳 智則
　クラスの学生には、イン
ターンシップやボランティア
を重ねてきた先輩の姿に理想
を合わせ、「私もそうなりた

い」という想いで学生生活を過ごしている者が多
いです。
　学生生活の出口に近い４回生に対する面接で感
じるのは、個々が成してきたこうした経験の振り
返りがもたらす意味の重要性です。学生は、その
時その場の経験に相互的に関われているかという
と、必ずしもそうではありません。自身にとって
貴重な経験であるはずが、内省なく、自身の成長

に跳ね返ってきていない場合もあります。
　ご自宅で共にされる時間がありましたら、彼／
彼女らの話により多くの関心を向けて頂けますよ
う、よろしくお願いいたします。

現代教育学科
幼児教育コース２回生担任

小野 尚香
　１年余りの時間が過ぎて、
クラブやサークル活動に取り
組んできた学生は、責任ある
役割を担い始めているようで

す。夏の学外実習を目の前に、将来の姿を見据え
て、課題に取り組む学生の真剣な姿も多くみられ
ます。また、入学のころの希望進路だけではなく、
新たな自分の未来を模索しはじめた学生の声も聞
くようになりました。学内外での学びを積み重ね
て、個性を伸ばし、少しずつ自信をつけていける
ように、支えていきたいと思います。
　保護者のみなさまには、引き続き、ご支援ご協
力をいただきたく、どうぞよろしくお願い致しま
す。

現代教育学科
保健教育コース２回生担任
（２回生保健教育コース代表）

古川 恵美
　２回生は多くの専門科目を
受講するようになります。入
学時から卒業後の進路をはっ

きり抱いている学生が多いため、すべて吸収しよ
うという意欲にあふれています。その一方で、こ
れが本当に自分にあった進路なのだろうかと迷う
人も出てきます。積極的に学んでいるけれど、他の
人より理解できていないのではないだろうかとい
うような悩みが迷う一因になっているようです。
担任として支えていきたいと思っていますが、ご
家庭のチカラにまさるものはありません。夢を叶
えるための努力をしているお子様の支えとなって
いただけるようお願いいたします。

現代教育学科
保健教育コース２回生担任

渡邉 健治
　１回生の時には、希望に胸
ふくらませて入学した畿央大
学、その毎日の大学生活が楽
しくて楽しくて仕方がないと

ほとんどの学生が話してくれました。２回生にな
り、専門科目が多くなり、おそらくご家庭でも話
されているのではないかと思いますが、毎日が大
変なようです。学生によっては養護教諭から企業
を含めての進路変更を考えている学生さんもでて
きました。大学で学ぶことによって自分の希望が
明確になってくることは大事なことですし、そう
した進路を支援できるように担任として努力して
いきたいと思います。
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　今年度も保護者アンケートにご協力いた
だきましてありがとうございました。今回
の特徴とお寄せいただいたご意見、ご質問
の主なものについてまとめさせていただき
ました。

　「畿央大学のことが家庭で話題になりま
すか」という設問に「よく話題になる」「時々
話題になる」と回答された方は、８７％にのぼ
り、昨年を１ポイント上回りました。この
回答を学年別に見ると１回生９２％、２回生
８６％、３回生８２％、４回生８３％となっていま
す。入学直後の１回生はさすがに高いですが、
その後上回生に進んでも８０％という高いレ
ベルを維持していることがわかります。

　「学生は畿央大学での生活に充実感を
持っていると思いますか」という設問につ
いても「強くそう思う」「ややそう思う」
と回答された方が９２％となり、昨年を２ポ
イント上回りました。こちらも学年別にみ
ると１回生９１％、２回生９４％、３回生９２％、
４回生９２％と非常に安定して高い結果が出
ています。

　これらの結果は、学生とご家庭そして大
学の関係が全体としては、非常に良い状況
にあることを示していると思われます。学
生の夢の実現をサポートしていくために一
層良い関係を深められるよう努めていきた
いと思います。

Ｑ　卒業生や進路先の方々のお話はとても
新鮮で刺激を受けるようです。そういっ
た機会が増えればと思います。
Ａ　本学では、１回生から順次、キャリア形
成系の科目、一部の専門科目、キャリアセン
ターの講座などで、卒業生や病院、企業、学

校などの現職の方に来ていただき、現場の
生の状況をお話しいただいて学ぶ機会を多
数設けています。また、実習を経験した上回
生との交流ができる授業や機会を設けるな
どの取り組みも進めています。学生の重要
な学びの機会として今後もさらに充実を図
ります。

Ｑ　国際化の時代、大学での英語教育に力
を入れてほしいと思います。実用的な英
語力が身につく環境づくりをお願いしま
す。

Ａ　１回生必修科目の「英語コミュニケー
ション」では、授業方法を一新しました。
身につけるべきポイントを技能・レベルご
とにまとめた「Ｋｉｏ Ｃａｎ－Ｄｏ Ｌｉｓｔ」を作
成し、各回の授業目的を明確化しました。
授業後には学んだことのまとめや今後の自
己目標などを各自が「ランゲージポート
フォリオ」に入力し、教員がチェックしてい
ます。また、ＴＯＥＩＣを意識したｅ‐ｌｅａｒｎｉｎｇ
教材を授業外自主学習用に準備しており、
進捗状況を成績評価に加えることで取り組
みを励ましています。短期語学留学は、従
来の夏期４週間のプログラムを２週間に再
編成し、今年度は過去最多１８名の参加とな
りました。さらに春期２週間のプログラム
も計画しています。資格系科目が多いカリ
キュラム上、英語系の科目やプログラムを
多く開設するには一定の限界もありますが、
今後も英語教育の一層の充実を計ります。

Ｑ　交通機関の遅延で授業に遅れた場合で
も出席の扱いにしてもらえないと聞きま
した。なぜなのでしょう。

Ａ　本学では、授業時間数（通常１５回）の
３分の２を超えて出席すれば定期試験を受
験でき、３分の１までの欠席では不利にな
らないことから、交通遅延を理由とした欠
席を出席にする扱いはしていません。ただ
し、科目によっては受講態度が成績評価の
一部となっている場合がありますので、こ
うした場合には、「欠席連絡届」を提出す
ることで、担当教員に事情を伝えることが
できるようにしています。なお、定期試験
の場合は、交通遅延による欠席は、追試験
の対象となり、試験を受けることができま
す。

Ｑ　学生対象の就活や進路の選択にかかわ
る説明会などの情報をもらえれば、親子
での会話の機会を作りやすいと思います。
そうした情報の提供はしていただけない
のでしょうか。

Ａ　年に２回（春秋）に「保護者プレス」
を発行し、自宅に送付させていただいてお

ります。就職のスケジュールや就職関係の
行事予定、就職実績、内定をした学生の声
など、各種の情報を掲載しています。また、
学園祭の時期に、保護者向けに「企業就職
説明会」「教員採用試験説明会」を行って
います。ぜひご参加ください。また、進路
や就職等についてのご相談はキャリアセン
ターで受け付けております。

Ｑ　大学のうちに卒業後すぐに直面する社
会保険や税金などの制度についても学ぶ
機会を作ってほしいと思います。

Ａ　３回生から年間を通して「就職ガイダ
ンス」を実施しています。その中に「意外
と知らない社会人の常識」というテーマで
ガイダンスを２回（９０分×２）行っていま
す。主な内容は、年金や社会保障、給与、
生活設計、労働法についてなどです。社会
人になりすぐに必要な知識や情報ですので、
今後もガイダンスや面談を通して学生に伝
えていく予定です。

Ｑ　喫煙習慣を持たないということは、将
来、医療・教育に携わる者として常識だ
と思います。そういったことも専門職に
就く前に教えていただきたいです。

Ａ　１回生の必修科目の中で、喫煙の危険
性や他者への影響の問題などを取り上げ、
将来、健康と教育の分野で働く者としての
姿勢を教授していますが、残念ながら学科
により２～５％の喫煙者がいるという状況
です。引き続き禁煙指導、教育を強化して
まいりますが、ご家庭でのご指導もよろし
くお願いいたします。

Ｑ　一部の学生のマナーが気になります。
登下校時の自転車の二人乗り、右側通行
など、小学生が見ているかもしれない道
路で教育学部のある大学の学生が行って
いるのが残念です。

Ａ　前期、後期それぞれの開始時開講前に
行われるオリエンテーション時に交通マ
ナーの問題は必ず指導するようにし、１回
生に対しては、警察の協力も得て交通安全
講座も設けています。６月から改正された
道路交通法の自転車に関する内容も周知し、
近隣の住民の方からの苦情があれば、メー
ル等で注意喚起しています。さらにきめ細
かく指導をいたしますが、ご家庭でも交通
安全のご指導をいただきたいと思います。

Ｑ　食堂のメニューについて、値段や味、
ボリュームの見直し、おしゃれなカフェ
メニューなど検討してほしい。

Ａ　今年度は、食堂改善プロジェクトを教
職員と畿友会（学生自治会）の代表で構成
し、メニューの見直しの提案を委託業者に
求めるなどの取り組みを進める予定です。
今後もよりよい食堂となるよう定期的な取
り組みを進めていきます。

保保護護者アンケー者 アンケ ー トト Ｑ＆ＡＱ＆Ａ

畿央大学について、家庭で話題になるか

畿央大学での生活に充実感を持っているか
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　今年の畿央祭のテーマは「瞬（またたき）」です。
　畿央大学の学生は、勉学・サークル・部活動に励む中で仲間と
支え合い、笑い合い、時にはぶつかり涙することもあります。そ
んな光輝く日々も大切ですが、一味違うのが畿央祭。２日間とい
う瞬きをするのも惜しい一瞬に学生たちはそれぞれの思いを託し
ます。今年は、みんなで力を合わせてすべての人の心に残るよう
な畿央祭を目指し、『一瞬を一生の思い出にしたい』と思い、こ
のテーマにしました。
　今年は【みんなでつくりあげる】というのをキーワードにして
います。担当部署を越えた助け合いができる体制なども工夫して
１９４名の実行委員全員の力を集めて取り組みます。
　一人ひとりの個性ある光を一瞬に託し、思わず笑顔になる明る
い畿央祭にしたいと考えています。ぜひ、お越しください！

第１３回畿央祭実行委員会

第 1 3回  畿央祭 テーマ：瞬（またたき） 2015年10月17日（土）18日（日）
10：00  ～18：00

冬木学園への 
ご支援のお願い

　学校法人冬木学園は創立以来「徳をのば
す、知をみがく、美をつくる」という建学
の精神のもとに、たゆまぬ教育活動を行っ
てきました。現在は、大学院、大学、高校、
幼稚園を有し、昨今の厳しい教育環境のな
かでも、社会的評価は年々高まっています。
このように冬木学園が発展してこれました
のも保護者の方や卒業生をはじめ、学園を
支えてくださるみなさまのおかげと厚く御
礼申し上げます。
　来年度には、創立７０周年を迎えますが、
これからも社会のニーズに応え、学園の評
価を更に高めるためには、教育・研究活動
の充実や学生・生徒への奨学金制度の充実
など、より多くの資金が必要になってまい
ります。つきましては、冬木学園の建学の
精神に賛同しご協力頂ける皆様方に寄付金
を募集させて頂きたくご案内申し上げます。
◎ 寄付のお申込方法
　法人事務局総務部（担当：植村・竹本）に
お問い合わせ下さい。
　TＥL： ０７４５－５４－１６０２
　Ｅ‐mａｉl：ｓｏｕｍｕ＠ｋｉｏ.ａｃ.ｊｐ
◎ 税額控除の適用について
　本学園は、寄付税額控除制度の適用を受
けることのできる学校法人として文部科学
大臣より証明されています。個人の方が支出
した寄付金について、確定申告時に税額控
除制度の適用を受けることができます。詳し
くは、お問い合わせください。

授業日カ レ ンダ ー授業日カ レ ンダ ー
注：補講はふだんの授業曜日・時限に関わりなく６時限目や土曜日、祝日などに実施される場合があります。
※印のついた日はキャンパスに入ることはできません。　■は休講日

①～⑯は授業曜日ごとの授業週数
を表わしています。⑮⑯週の最終
授業期間は、定期試験、平常授業、
補講が組まれます。

９月

事　　項曜日

前期成績・後期学
納金振込票発送火１

水２

木３

金４

土５

日６

月７

火８

水９

木１０

金１１

土１２

日１３

月１４

後
期
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
期
間

火１５

水１６

木１７

前期
卒業式金１８

土１９

AO入試・大
学院入試 ※日２０

敬老の日月２１

国民の休日火２２

秋分の日水２３

木２４

①授業開始金２５

①土２６

日２７

①月２８

①火２９

①水３０

１０月

事　　項曜日

①木１

②履修登録
　変更〆切金２

②土３

日４

②月５

②火６

②水７

②木８

③金９

③土１０

AO入試  ※日１１

③授業日
　（体育の日）月１２

③火１３

③水１４

③木１５

畿央祭準備金１６

畿央祭土１７

畿央祭日１８

クリーンキャンペーン
補講日(午後) 月１９

④後期学納金
　納入期日火２０

④水２１

④木２２

④金２３

④土２４

日２５

④月２６

⑤火２７

⑤水２８

⑤木２９

⑤金３０

⑤土３１

１１月

事　　項曜日

指定校推薦入試 ※日１

⑤月２

文化の日火３

履
修
取
消
期
間

⑥水４

⑥木５

⑥金６

公募推薦入試土７

公募推薦入試日８

⑥月９

⑥火１０

⑦水１１

⑦木１２

⑦金１３

⑥土１４

公募推薦入試日１５

⑦月１６

⑦火１７

⑧水１８

⑧木１９

⑧金２０

⑦土２１

日２２

⑧授業日
　 （勤労感謝の日）月２３

⑧火２４

⑨水２５

⑨木２６

⑨金２７

⑧土２８

日２９

⑨月３０

１２月

事　　項曜日

⑨火１

⑩水２

⑩木３

⑩金４

⑨土５

日６

⑩月７

⑩火８

⑪水９

⑪木１０

⑪金１１

⑩土１２

日１３

⑪月１４

⑪火１５

⑫水１６

⑫木１７

⑫金１８

⑪土１９

日２０

⑫月２１

補講日火２２

天皇誕生日水２３

補講日木２４

⑬金２５

⑫土２６

日２７

月２８

※火２９

※水３０

※木３１

１月

事　　項曜日

元日  　　 ※金１

 ※土２

 ※日３

月４

⑫火５

⑬水６

⑬木７

⑭金８

⑬土９

日１０

成人の日月１１

⑬火１２

⑭水１３

⑭木１４
補講日
（試験会場設営）金１５

大学入試セン
ター試験　※土１６

大学入試セン
ター試験　※日１７

⑬月１８

⑭火１９

補講日水２０

一般入試木２１

一般入試金２２

⑭土２３

日２４

⑭一般入試月２５

最
終
授
業
期
間

⑮火２６

⑮水２７

⑮木２８

⑮金２９

⑮土３０

日３１

２月

事　　項曜日

最
　
終
　
授
　
業
　
期
　
間

⑮月１

⑯火２

⑯水３

⑯木４

⑯金５

⑯土６
大学院
入試日７

⑯月８

追

再

試

期

間

火９

水１０

建国
記念日木１１

金１２

土１３

日１４

月１５

火１６

水１７

木１８

一般入試金１９

土２０

日２１

月２２

火２３

水２４

木２５

金２６

土２７

日２８

月２９

３月

事　　項曜日

火１

水２

木３

金４

土５

日６

月７

火８

水９

一般入試木１０

金１１

土１２

日１３

月１４

火１５

卒業式リハーサル水１６

卒業式・
卒業パーティー木１７

金１８

土１９

春分の日日２０

振替休日月２１

火２２

水２３

後期成績・次年度前期
学納金振込票発送木２４

金２５

土２６

日２７

月２８

火２９

水３０

木３１


